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水道建設事業8億3，044万円

36議案を可決・認定一一一

第170回3月定例市蟻会は. 3月10日招集され，会期は24日までの15日間と

定め，市長の施政方針演脱(内容は市報に掲載済)があり，理事者からの提出

の議案35件，継続織案1件を慎重に審議いたしました。その結果，議案第 1号

昭和53年度一般会計予算など10議案を賛成多数で，他の261・寮は全会一致で，

それぞれ原案どおり可決・認定いたしました。また，市民の皆さんから出され

ました請願・陳情は別掲のとおり決め，最終日には議員提案による「大野市議

会委員会条例の一部を改正する条例」を全会一致で可決いたしました。

3月定例会審議日程

本会議(会期の決定，各委員

会委員の選任，議案上

程，施政方針演説)

本会議(提案理由の説明)

本会議(代表質問，追加議案

上程，説明)

11日

14日

10日

本会議(一般質問)

本会議(一般質問，各案件委

員会付託)

17日}
}委員会(産業経済・建設常任)

18日 l

15日

16日

20日l
i委員会(教育民生・総務常任)

22日!

本会議(各委員長報告，質疑

討論，採決)

24日

完成間近かの育終東小学校

l.tlf本)。老人医療費扶助2億2，4921ji']

老人措置費l億l，019)j円。母親クラブ補

助 140)jPJ。児童手当4，962Jf刊。乳児医

療扶助 399万円。私立保育所委託料 2fft

l，893Jf円c私立保育所運営費補助 384)j 

円。母子家庭生徒就学奨励貸 360Jiド]，

母子家庭医療扶助 3441j円。生活保護扶

助 lf意3，4621j円。成人病検診 513)j円

乳幼児検診 122万円。休日診療補助 22(1

lji']。予防接種 574万円。簡易水道会計

繰出金 493hP]。水道建設事業会計繰出

1W7，62561']。ごみ収集車1，000)jP] ( 2 

出]

バス路線維持補助 800万円。土地借地料

4，062万円。庁舎周辺駐車場舗装工事 640

万円。土地開発公社補償金5，829万円。音

響信号施設設置 210万円 (六附-:_IIt. 

駅前交差点)。駅東第二地区駐車場整備

[歳

155万円。交通安全対策 7401jP](交手争

点改良， rメ:画線，歩道等)。 地下水対策

費 3821j円。社会福祉協議会補助 334Jf

f']。敬老会補助 207万円G 身障者施設収

容扶助等6，1317j刊。精薄者施設収容扶助

7，426万円。老人クラフ補助 438万円 (67

V昭和53年度大野市一般会計予算

予算総初は58倍、1，070万円。前年度対比

で22.7%の伸び牛今である。

予算の主な内存(;1:;欠のとおり 。
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台)。し尿処理施設補修し199万円(消化 借入金利子補給130万円。商工中金頒託50 付税141.き5，000万円。交通安全対策特訓交

槽清掃，遠心分離機更新等) 。労働金庫

預託4，000万円。勤労者生活安定資金慣託

2，500万円(限度額50万円) 。農業近代化

利子補給 336万円。 広量量生産総合改善事

業繍助 1，158万円(1:庄農協出荷施設)。

種子籾専用育菌施設設置補助し022万円。

生活改善センター設置事業補助 1，050万

円(2カ所)。農道重備調査240万円 (阪

谷， 1-.庄南部)。市単土地改良 940万円

( 9カ所)。圃場董備事業補助9，273万円。

県工事負担金6，690万円(大幹線農導等

) 0 .村工業関連情助 300万円。特産そ

さい近代化繍助 5607i円(イチコのへた

取機，里芋堀取機等)。第二次農業構造

改善事業補助 3倍、 322万円(阪谷地区2

年次2億1，242万円 '1江田北部4年次9，080

万円)。 林業振興センター委託料 130万

円。特用林産物流通補助 320万円(オウ

レン植付 2ha.保育15ha)。林道鬼谷線

開設工事1，900万円。林道細ケ谷線 400 

万円 (紙梁)。林道維持補修工事 600万

円。広域林道法恩寺線県工事負担金 500

万円。市有林造林事業1，698万円。森林総

。万円。 中小企業融資預託l億2，0507j円

(貸出総額 2億4，100Jj円)。道路維持補

修貸2，495)j円。道路改良工事1億3，866)j

円(延長4，300m)。道路舗装工事 11き47

4万円 (延長9，700m) 0県工事負担金5.3

85万円。幹線水路改良2，690万円。南部第

二区画調査 660万円。緑の基本計画作成

335万円。三番線舗装5，4007j円。三番線

改良3，600万円。上中野線董傭900Jj円。七

間線改良負担金 950万円。競馬場跡地基

本計画作成 316万円。陽明公園整備し500

万円。縁構川水路盤傭3，500万円。本町下

水路盤備 850万円。大野地区消防組合負

担金l億7，465万円。小学校補修工事 950

万円。有終南小学校建設積立金3，326Jj刊

有終東小学校校舎建設継続31.意1，783)jlJL

有終東小学校体育館建設 l億 4，550fj円。

乾側小学校舎建設 11.t3，523)j円。同校校

庭整備し600万円。同校備品4.155万F'J。中

学絞補修工事2，000Ji円。乾側幼稚園建設

2，039Jj円。私立幼稚園補助 258万円。ま

ちづくり推進費 152万円。青年・錫人・

家庭・老人などの各学級開設費 293万円

合利用施設3，485}jfIJ(林間歩道，花木楠 山a古墳発揖調査 350万円。 大野城石

栽，樹木国等)0 千本杉線林道開設工事 垣等繍修工事 795万円。 市史編さん貨64

2，090万円。寺月線林道関霞工事 590万円。 4万円。農林施設災害復旧安 2，864万円p

林業生産施段補助 1，418万円。 商工会積

所補助 362万円。 工場訴致奨励金 269万

円 (2工場)。 工業用水量水計設置補助

公共土木災害復旧費2，786万円。公債費 1

億 8，289万円なと。

[.入}

141万円 (25カ所)。 工業用水再生利用 市税13億9，909万円。地方簸与税6，000万円

設置補助 1，177万円 (32工場)。地場産業 自動車取得税交付金6，500万円。 地方交

「条例の改正」
V議会議員の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例

議員の報酬を昭和53年6月 1[Jから，

議長1.il6万円を19:万円に，副議長は14}j

円を16万 5，000円に，議員は137i2，000 

円を 15万 5，000円にそれぞれ引き上げを

行うもの。

マ大野市長等の給与に関する条例の一部

を改正する条例

市長等の給与を昭和53年6月1日から

市長は43]j円を48万円に，助役は36万円

を40]j円に，収入役は31万円を35万円に

教育長は27万 5，000円を31万円にそれそ

れ引き 1:げを行うもの。

V大野市役所課室設置条例の一部を改正

する条例
lソ'J，道事業の建設に伴い， 4月1日か

ら新しく水道課を設けるもの。

V大野市手数料徴収条例の一部を改正す

る条例

印鑑証明，閲覧子数料なとの.l/'i証明子

数料を 4月l臼から 100円を150円に改正

するもの。

V大野市国民健康保険条例の一部を改正

する条例。

被保険~が出産したときは，育児子当

として 2，000円支給していたものを 5，0

00円に，被保険者が死亡したときは，そ

の者の葬祭を行う者に対し葬祭賞'として

3，000円支給していたものを 7，000円に

付金 740万円。分担金及び負担金8，341万

円。使用料友び手数料9，389万円。国庫支

出金10億8，148万円。県支出金5億4，0737;'

1"110財産収入1ρ48万円。寄付金2，143万円。

繰入金 3(.f 4，520万円。諸収入2(.意3，416

}j円。市債 41.き 1， 840万円など。

V昭和53年度大野市国民健康保険事業特

別会計予算

予算総額12億2，812万円。前年度に比し

て3，218万円の婚で2.7%の伸び率である。

歳出の主なものは病院等に支払う医療費

ll(意555万円，高額療養費 5，005万円， 一
般管理費 3，245万円，積立金 497万円な

どである。これに充てる財源として保険

税は 4倦 2，556万円で、H1二年の16%減，国

庫支出金 7(.意 1，669万円，繰越金 8.000

)j円などである。

V昭和53年度大野市水道建設事業特別会

計予算

予算総額 81.管 3，044万円。歳出の主な

ものは南部地域の上水道建設に 7億 6，2

25 Jj fIl. 加入促進補助 1，820万円，一般

管埋資 2，630万円，公{食費 2，069万門会

とで、これに充てる財源として市債 5億

4， 500)j fIJ. _.般会計からの繰入金l(意

7，625万円.住民からの分担金及び負担

金 11.f8957i円などである。

それぞれ改正するもの。胞行は53年・ 4月

1 Elから。

V大野市水道給水条例

この条例は，大野市水道事業の給水に

ついての料金及び供給条件その他給本の

適正を保持するために必要な事項を定め

たもので.総JlIJ;給水装置の工事及び費

用，給IJ，_使用料，加入金及び手数料，

取締り，補則の 6重量，40条からなつでい

る。施行は53年4月1日から適用。

V大野市幼稚園入園料.保育料徴収条例

の一部を改正する条例

幼ffU記入国料，保育料の額を実情に介

せて， 4月1日から入国料 1，800PJを 2

.700ド]に，保育料を月額 2，300円を 2，7 

OoPJに改正するものυ
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申込家庭教は対象戸数のわずか4割の 4

55戸であり，このまま推移すると毎年度

二般会計からの持ち出しは極めて多額に

今後の財政見通しと

運用について
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金

-教育民生委員会

なり，将来にわたって事業の進展に重大

な影響を及ぼすことは必定である。加入

促進を図るため，初年度の加入者に限り

負担金の半額程度に見合う加入促進奨励

市長は今回提案の予算が，現在大野

市財政の中でな し得る最善の景気浮揚，

積極型予算であると言っているが.積極

間ム，、
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金を交付する考えはないか。

加入促進の上からも今後十分検討し

て軽減する方向で努力したい。

(補正予算で予算化された)

答

的な予算と言えるかどうか。むしろ消極

的予算と思うが，どうか。

答現在， 3カ年のローリング方式で，

振興計画を立て，財政の見通しをもとに

遂次進めている。53年度建設事業充当一

般財源が約 8{意 5，0∞万円，54・55年の

見通しは 9憶から10倦前後である。これ

弘
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徳善回石栄)11 杉

老人センターについて
6月市会にメドを

今回の当初予算に老人センター建設

の措置がなんらなされていないが，来年

度まで延びたのか，あるいは計画そのも

のがご破算になったのか。

かねてから自転車振興会の補助を得

間

は今後市税を10%普通交付税を 8%増見

込んだ場合の想定である。本年度は景気

浮揚を図る観点から最大の努力を して約

58倦の予算を編成した。 52年度の現計予

算は 3月末で日億足らずであり，超大型

也逮林雄秀藤斉

武本山新左衛門高田

司V大野市母子家庭等医療費の助成に関す

る条例

この条例は，母子家庭等に対して医療

答

て53年度に建設するよう，事務を進めて

きたが見通しは暗い。国庫補助を得て建

設する方法があるが時期を失している感

とも言えるのではないか。今後補正を考

えると印億円を突破することは間違いな

い。今後，市と して も上水道事業，福祉

対策その他懸案事項が山積しているので

費を助成することにより，その健康の保

持と福祉の増進に寄与することを目的と

したもので， 4月 l日から母子家庭の母

児童生徒，それに 1人暮らしの寡婦の医

療費が無料となるもの。

がある。今度新しく出来た老人健康セン

ター建設計画に含めてもらう方法と，厚

生年金事業団を作って国から低利の融資

を受けながらやっていく方法とがあるが，

計画的に進めていくことになると財政は

健全に運営きれなければならないと考え

ている。

一一こついて
加入促進奨励金交付は

V大野市廃棄物の処理及び清掃に関する

条例の一部を改正する条例

廃棄物の処理を適正に行い，合せて衛

生処理場の管理・運営も行うため.
とoの方法でやっていくか，現在建設する

方向で検討中であり， 6月の市会までに

4月

1日より，新 しく清掃事務所を設けよ う

というもの。
はメドをつけて，本年度には是非建設し

たい。

今回上水道事業第 l期工事として，

南部地域に総額約801;意円にのぼる特別会

計予算が提案されているが，現在の加入

間



第 33 号 (4) 市議会報大野

下水道事業ω て [地下水の汚染ω て

関 下水道についで市長は先の議会で55 間施政方針の中で地下水汚染の進行が

年度までに終末処理場の用地を求め， 56 懸念されると述べているが，現況と今後

年度から着工したいと答弁したが，明る

い住みよいまちづくりのために一日も早

い着工が望まれる。本年度内に用地を確

保し，来年度から取りかかるべく市長の

大英断が望まれるが，どうか。

答 大野市百年の大計のためには極めて

重要な大事業である。この事業の推進に

当たって最も困雛なことは終末処理場用

地の確保である。約 l万坪ないし15，000

坪の用地が必要で、あり，今後用地の買収

に全力を尽したい。下水道事業の用地は

他事業と異つで下流地域に限定されるの

で，大変困難が予想されるため，慎重に

対処していきたい。

| 地下水使用料の | 
新設について|

問地下水を使用する全市民を対象に使

用料を徴収し，それを上水道建設資用に

充当し.全市民に平等に自由に秩序よく

地下水を使用させるよう地下水使用料の

新設を考えるべきでないか。

答 市Kが地下水を平等に利用する立場

から側めで良い案であるが，今直ちに条

例化し て使用料発徴収することは，法的

問題も含めて時期尚早で、ある。現在通産

省や建設省を中心に水資源の重要性，公

害問題とも関連して地下水くみ上げ規制

の法制化を進めている最中であるので，

法律による規制を待って検討したい。

問 上圧地区より米飯給食実施について

請願書が提出されたが，今後どのように

対処するのか。

答 53年度は遇2回， 54年度は 3固とい

う計画でいるが，全面そうするにはどう

したらいいか 占牟案中である。炊飯方式に

は自校炊飯，委託炊飯，セ ンタ一方式が

あるが，それぞれ特質があるので ，その

成案を得るま でいましばらく結論を待っ

てほしい。

の見通しについて伺いたい。

答 52年 3月と 11月の地下水の渇水期に

市内50カ所の水質検査を実施した。その

結果11月の調査で硝酸性窒棄が検出され

始めた。それは水道供給水の水質基準10

PPj'vI以下ではあるが，検出されたこと

自体が今後多少憂慮される。なお 3月と

11月の調査を比較すると過マンガン酸カ

リウムの消費量が婚しできた点が指摘で

きる。これも基準は10PP Mだが，この

消費量が多くな ってきたことは問題であ

る。それから地下水が低下すると総鉄量

が培える。これは 0.3PP Mを超すと.

もはや飲料水には適さない。幸い水道水

の供給に一番問題になる アンモニヤ性窒

素，亜硝酸塗棄の同時検出が今のところ

ほとんどない。これが同時に検出される

と地下水使用は不可能となる。汚染の進

行については，過去のように水位が下降

したり上昇し たりする現象が今後も繰り

返えきれ，あるいは毎年徐々に地下水が

下降することになると，それぞれ水質基

準で問題になるのでないかと懸念してい

る。

l 公立病院(医療体制)
について

間 当市における医療体制は十分でない

ことは理事者もよく承知のはずである。

ちなみに大野地区全体の入院患者の59.4

2 %が福井地区へ入院，特に重病人の90

%が福井で治療を受けている現状である。

このような状況の中で市は公立若しくは

これに類似する病院の建設計画を立案し

たことがあるか，伺いたい。

答 公立病院の建設は多年にわたる市民

の強い要望であり，また議会でもしばし

ば論議が重ねられてきたが，機運至らず

構想、も出来ないまま今日に至っているこ

とは誠に残念でトある。大野町時代から幾

多の論議がなされ，計画があったように

聞いでいる。いろんな問題があ ろうと思

うが，なによりも財政的な負担が非常に
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の2条件によ って，踏み切るには非常に

困難な情勢にある。市自体で建設す る，

医師と共同で行う， さらに別途と して他

の公共性をも った病院を誘致するなどの

方法があるが，市も医療行政の重要性に

かんがみでなんらかの方法で建設される

よう今後とも努力していきたい。

トー-F4kl
間 市内の景気浮婦を閲るため，事業の

発注に際し資材の調達や機械の修理につ

いて，最大限大里子市内業者を利用する よ

うな特別の条件をつける考えはないか。

答 条件をつけることについては非常に

問題が多い。出来る限り地元を優先に発

注するよう に，行政指導を強力に進めて

いきたい。

「ーの~.1i':'?~\~
関 市道の大半が整備されてきたので，

部落内にある区道を整備すべきだと考え

るが， どうか。

答 ，1イ道の繋備が卜分でないので，1'(道

まで手がirl1らないのが実状である。しか

し家屋の連担地区で，冬期間除雪などの

必要な 交通ひんぱんな道路についでは，

遂次市道に編入していく便法をと って整

{請し たいと符えている。

南部第二土地区画整理
事業の着工について

間 南部の第二土地区画整理事業につい

ては，昭和53年度にはぜひ着工したいと

のことであ ったが，本年度の予算では調

査費 660万円計上されているに過ぎない。

この事業は大野市全体の都市再開発の受

けざ ら的な要素をもっ重要な事業である。

いつ着工できるのか。地主と の話し合い

が今年中に完全にできるのか， どうか，

その見通しを伺いたい。

答現在の段階では事業実施は55年度に

変更せざるを得ない。本年は概要を設計

するA調査費を予算化している。明年更

にB調査， C調査を行って計画を確定し

55年度に計画決定し着手する順序になる。

都市計画の基礎調査の結果いかんによ っ

多いこと，医師の数が払底 していること では，この方向を変えざるを得な いこと



昭和53. 5. 15 

もある。

「戸町人一一一l
L-??平竺一一I:J
間 保育所は保育に欠ける幼児を措置す

るのが本旨であるが，幼児がいるため働

らきに行けない母親のあることも考えて

措置するなど，も っと主体性をもって施

設の充実と，その運用にあたるべきだと

考えるが，どうか。

答保育所の入所については毎年要望が

多く，市としても色んな角度で努力して

いる。今後も施設をI曽設していくので緩

和されるものと期待している。行政全般

についてそのように努力していきたい。

市議会報大野

「スージ問れど~(h-l

L-均一一γ」
間 スモン病の問題については新聞など

でよくご存じと思うが，このような被害

者に対し，その家族を含めて医療見舞金

を贈るとか，市独自のなんらかの援助が

必要と考えるが，市の考え方を伺いたい。

答 スモン病を含めた難病対策について

は.今後市として福祉対策の立場から取

り争且んでいきたい。慢性のジン不全，難

治性の肝炎など長期的な治療を必要とす

る方が多い。現在高額医療費の補助など

があるが，保険で救われない部分につい

ては助成をするか，見舞金の形で援助す

るか，早急に成案を得で 6月の議会には

提案したい。

第 33 号 (5)

[五年労務者の [ 

|一 戸町一竺三」
関 本年は弱電企業なとにおいて求人が

なく，若年労務者の地元定着が困難にな

っているが，この現状をどう打開し，魅

力ある町づくりをするのか，その対策を

伺いたい。

答 職業安定所を始めとして各関係機関

と十分連絡をとると共に，労務対策協議

会の中で連絡協調しながら，雇用対策を

進めていきたい。一方，繊維産業におい

ては就労者の老令化がめだち，若年労務

者を要望しているので，併せて対策を立

てていきたい。

一 一一一一一一一一一一 一 O一一一一一一 一一 O 一二一一 一一一一一一一一一一

事君津63f.説法競泳ii;誠J間決算ぎ

決算審査特別委員会の報告

第 169固12月定例市議会において設置された決算審査特別委員会は. 1月

18日より 2月28日までの間，付託された「議案第69号昭和51年度大野市歳入

歳出決算の認定について」を審査した結果，次の意見・要望を付して賛成多

数で認定することに決しました。

①労務対策について。今日まで労務者

の定着指導に意が注がれてきたが，経済

の不況にあえぎ倒産の相次ぐ現在，雇用

の促進と離職者対策に万全を期すべきで

あり，また当市の基幹産業である繊維産

業は構造的な不況業種ということもあっ

て，労務者の老齢化が憂慮されており一

方では若年労働者の就職難という矛盾し

た現象があるので，総合的な一環した労

務対策の樹立が急務であるとの意見が述

べられた。

②道路の舗装について。 52年4月1日

現在で舗装率35.4%，改良率23.9%であ

る。議会に提出される陳情・請願の市民

の要求もほとんどここに集中しているの

で，今日的な問題である景気浮揚の立場

からも，今後大幅な事業の推進が必要で

はもとより，将来はこれを解消していく

方向で検討されるべきとの意見が述べら

れた。

③金利の問題について。国際的な低金

利時代を迎え，わが国の公定歩合も数度

にわたって引き下げられ，預貯金の利率

も大幅に引き下げられている。反面，起

債の増による財政運営が行われ，その金

額は膨大なものとな っている。従って金

利の問題は等間に付することが出来ない

問題であるので，借入金の利率について

従来の慣行ゃなれ合いで決定されること

なく，低金利資金の導入に積極的に取り

車且むべきであるとの意見が述べられた。

④ 市政についてのPRについて。市の

行う事業については市報等でPRされて

いるが，市民に徹底していないのではな

いか。例えば保険行政における母子栄養

食品扶助事業であるが，これは乳幼児に

ミルクを供給しようとするものであるのに

51年度中わずか 2名しか扶助を受けてい

なしミ。これはPR不足による結果と思量

されるので，キメ細かく神経の行き届い

たPRをするよう要望した。

⑤ 補助事業について。市の補助事業に

対する補助金は多岐にわたり高額にな っ

ている。財政の合理的，効率的な運営の

ために補助金の整理統合はもとより，事

業の実績，成果について十分な検討を加

え，貴重な財源が有効に市民に還元され

るよう特段の努力を婆望した。

-総務委員会
①交通安全対策について。スク ール ゾー

ンは(学校を中心にして半径 500mの以

内)その表示が希薄にな って有名無実の

状況である。 特に除雪後は消えてしま

っている。年ー急に整備し児童，生徒の交

あるとの要望があり，またその際地元負 各委員会のおもな要望・意見など次のと 通安全に一層努力すること。②職員の服

担分として納入されている寄付金の軽減 おり 務規律について。引き続く不況下にあ っ
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て企業の雇用状況は極めて悪く，公務員

は市民の注目の的になっている。このよ

うな時に，いやしくも市民の批判jを受け

るような態度，行動l主将に慎むこと。

-建設委員会
①道路改良を実施する際の用地買収費に

ついて，先の委員長報告でも強く指摘し

たにもかかわらず，今回の当初予算には

全く改正の跡が見られず，全委員から強

い不満の意が述べられた。速やかに適正

な価格まで引き上げること。②市単道路

整備事業の推進について。日常生活に密

接した道路の整備に対する市民の要望は

深刻であり，毎回請願・陳情が数多く提

出されている。 6月補正に持段の配慮を

するとともに，今後の執行に当たっては

早期発注，期間内完成を期して， 一層の

努力を払うこと。なお，土木技術者の不

足による事業執行上の支障が予想される

ので，その実態を的確に掌握し，人事当

局と折衝して早期に人員増を行い，執行

体制lに万全を期すこと。

-産業経済委員会
①農業近代化資金を始めるとする各市IJ度

融資の金利を早急に引き下げて，農家負

担の軽減を図るよう市長会等を通じ強力

に働きかけること。②林道開設に当たっ

ての用地および立木の補償について。林

道が林産物の運搬道路としてのみならず

治山・治水の工事用道路として，またレ

ジャー用としてまで多種多様に利用され

ており.地元負組の原則は，林業の振興

に阻害を来たしている。用地，立木の補

償は国，県で行い，林道開設がスムーズ

に進行するよう絡段の運動を展開すべき

であるとの意見が述べられた。①観光事

業について。年々市内を訪れる観光客は

多くな っているが，六呂師，勝原などの

清掃状況は極めて悪く行楽客のひんしゅ

くをかっている。県立自然公園や白山自

然公園の管理は県の責任であるが，苦情

は市に持ち込まれるので，県に対して十

分働きかけるとともに，市の事業と して

もこれらの清掃美化には最全の努力を払

うべきである。また，これらの公園に設

けられている登山道や遊歩道の管理が非

常に悪<，白山登山道においては遭難の

市議会報大野

危険さえある。管理責任はいずれにある

にせよ，市のイメージダウンに直ちに結

びっくので，国・県の善処方を強く要望

するとともに，市においても万全を期す

ること。

-教育民生委員会
①ごみ収集の問題について。現在は祝日

年末，年始等には収集されていないが，

生活の向上に伴いごみの量が地大し，特

に冬期間は週 l回のため祝日等と重なっ
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た場合，ごみがステーションに放置され

たままで極めて不衛生である。住民の要

望を十分踏まえて収集方法等について検

討方を要望する。併せて分別集収につい

ても不十分と思われるので，住民に周知

徹底させること。②青少年の健全育成，

非行防止の見地から，真名川ダムも完成

したので‘河川敷利用のグラウンドを設置

するとともに，学校グラウンドの夜間照

明施設についても，本年度内lニ早期着工

すべきと強 く要望した。

市民から提出された，請願・陳情

採択されたもの

番号 f牛 名 出 者

請願 l 市道認定について 八町区長 坂本治士外4名

請願 2 排水溝の改修について 春日一丁目東区長
石田健蔵外24名

請願4 市道編入について 塚原区長佐々木守一外10名

地区集会場建設に係る補助金交
上篠座 三嶋作一外36名

付について

請願6 市道の拡幅と補修について 太田区長大久保一英外19名

請願 7 区道の市道昇格について 太 田区長大久保 一英外19名

請願8 市道の編入について
右近次郎区長

清水太郎右ヱ門外 4名
-_-ト白骨.._-.晶一ー

上庄地区完全米飯給食実施
請願9 完全米飯学校給食について 推Aヱミ、進会実行委員会

長 出村清一外17名

請願10
公共事業の用地交渉部門の充実 大里子建設業会
について 会長 兼井藤j皮

請願11 農道の市道への昇絡と改良につ
いて.

水落町2区長 山田善夫

小黒見区長 山本武治外3名

情 1 事業費の助成について

陳情4 市道編入についで

~陳陳情情 57 保守管理業務委託について

i 四ケ用水の改修について
j 

i陳情8 | 市道の拡張と舗装について 森目区長 松田庄二外 2名

一一 一一一一一一 一i

戸E宙，叫ト書1(¥ 竺市道号本語戸1lこついて

下五条方区長 山悶太一外28名 i 
J-尚南ド-JL'i-r fi< ，;，目ぽ阜 山岸十吉札且笠 l 

高砂町 1区長

l 城田J3反 i 
水路改良工事延長について | mb  

|区長 土田辰次郎外58名|

!雇雇用を守り失業をな くす福井県
雇用労働促進について ! fT動委員会長 一|

i .. 備手 文雄外2名|


